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可決

契約の締結

質疑・答弁
問駅前広場の自由通路について、 工事によって

迂
う か い

回することで不便がある。 自由通路の供用開始

予定はいつか。

答自由通路の供用開始は令和 10 年４月を予定し

ているが、 それまでは無料化した町民バスや増額

配布したタクシー券で対応していただきたい。

●津波避難タワー整備建築主体工事
〔 白糠 ・ 西庶路地区〕

●東橋架換工事
●白糠駅前広場整備事業

自由通路橋梁下部工事
●その他林道熊の沢線災害復旧工事

工事請負契約

可決

可決

可決
●白糠町犯罪被害者等支援条例
●白糠町商工業振興基金条例

●白糠町議会の個人情報の保護に関する条例
●白糠町特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例

●職員の給与に関する条例
●町職員に対する寒冷地手当の支給に関する条
例
●白糠町営バス運行に関する条例
●白糠町スクールバス住民利用条例等

●白糠町企業活動支援条例

●白糠町スポーツ施設の設置及び管理に関する
条例

●白糠町事務分掌条例

●白糠町行政手続における特定の個人を識別す
るための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する
条例
●町税条例
●白糠町職員の勤務時間、 休暇等に関する条例

●白糠町職員の育児休業等に関する条例
●白糠町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例
●白糠町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する条例
●白糠町都市公園条例
●刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例

●白糠町産業振興資金貸付基金設置条例

問条文中「配偶者等」の「等」が指すものは何か。

答配偶者は婚姻関係にあるものだが内縁関係も

含めるため「等」としている。

廃止

質疑・答弁

問新設する部署に外部からの人材登用は考えてい

るか。

答職員だけでは不足する部分もあるので、 さまざ

まな角度から外部の人材登用も考えている。

質疑・答弁
条　　例

問多目的運動広場の管理体制と利用期間はどう

なっているか。

答使用上の注意や禁止事項を掲示し指定管理者

（ ㈱オカモト） と協議しながら安全管理に取り組む。

利用期間は４月１日から 11 月 31 日までだが気

象状況など考慮し柔軟に対応する。

質疑・答弁

問新規事業にあたり、 雇用を増やさない企業もあ

るが、 補助事業の対象となるのか。

答補助金が１億円以上となる場合は新規雇用人

数の規定はあるが、 １億円未満の場合は規定はな

い。

質疑・答弁

問高齢者にはバス停に行くことが困難な人もいる。

停留所に限らない希望する場所での昇降はできな

いか。

答決まった時間、 決まった路線を運行する内容で

進めており、 自由昇降となるとタクシー事業者との

調整も必要となる。

質疑・答弁

問学校医、 歯科医の関係で、 児童の就学時健康

診断の従事に限定した場合、 日額の単価設定は

必要ないのか。

答これまで日額の単価を設定していたが、 児童数

に応じて、 委託契約を結ぶ形式に変更した。

質疑・答弁

一部改正

制定

可決

●白糠町公の施設に係る指定管理者の指定事項
の一部変更について
　 「多目的運動広場」の設置に伴い、 この施設を

スポーツ施設として一体的に指定管理者による管

理を行うため、 指定事項の一部を変更した。

●白糠町公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（ 大秋集会所外 17 施設）
　大秋集会所など 17 施設に係る指定管理者の手

続について、 その指定期間が満了になることので、

これまでの指定管理者を再度、 指定した。

●白糠町公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（ 上茶路集会所外１施設）
　上茶路集会所と縫別集会所に係る指定管理者の

手続きについて、 その指定期間が満了になるので、

これまでの指定管理者を再度、 指定した。

指定管理者

可決

一部改正
●白糠町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関
　 する条例
●町長等の給与に関する条例
●職員の給与に関する条例
●白糠町会計年度任用職員の給与及び費用弁償
　 に関する条例
●町職員に対する寒冷地手当の支給に関する条
　 例
　人事院勧告に伴い、関係条例の一部を改正する。

条　　例

可決

▲増額
物価高騰対応重点支援給付金関連

　50,667,000 円

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　 29,986,000 円

一般会計補正予算
補正合計 8,065 万 3 千円
総　  額 388 億 723 万円

6 年度補正予算

▲増額
まちづくり基金積立金　　2,000,000,000 円

ふ る さ と 納 税 関 連　　2,000,000,000 円

承認

一般会計補正予算
補正合計 40 億円
総  額　387 億 2,657 万 7 千円

6 年度補正予算 （専決）

　３月
12 日

　３月
 ５ 日

 ３ 月
 ４ 日

・ 町政執行方針
・ 教育行政執行方針
・ 一般質問
・ 令和６年度補正予算（ 専決）
・ 令和６年度補正予算
・ 条例制定

・ 条例改正
・ 指定管理者
・ 新年度予算審査の特別委員会付託
・ 工事請負契約の締結
・ 町道路線の認定

・ 新年度予算

会例定

回第 １

 １ 月
27 日

・ 令和６年度補正予算（ 専決）
・ 令和６年度補正予算
・ 条例改正

会時臨

回第 １
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令和７年度令和７年度

予算予算
審査審査

　令和７年度の各会計の予算審査は、 予算審査特別委

員会を設置し、 委員長に立石　巧委員、 副委員長に今田

睦子委員を互選して、 ３月 10 日から 12 日の３日間の

日程で行いました。

　各課から新規事業などの説明を受け、 質疑応答により

慎重に審査しました。 各課の主な質疑をお知らせします。

( 予算の内容は３月 25 日発行の町広報をご覧ください。）

各 会 計 予 算 額

会　　　　　計 令和７年度 令和６年度 増減 増減率

一　般　会　計 33,161,000 24,585,000 8,576,000 34.9

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 910,936 948,905 ▲ 37,969 ▲ 4.0

介 護 保 険 1,183,900 1,111,681 72,219 6.5

後 期 高 齢 者 医 療 163,319 166,021 ▲ 2,702 ▲ 1.6

計 2,258,155 2,226,607 31,548 1.4

合　　　　計 35,419,155 26,811,607 8,607,548 32.1

（ 単位 ： 千円、 ％）

問
庶
路
支
所
附
属
集
会
所
の
整
備
内
容

は
。

答
大
ホ
ー
ル
を
会
議
室
と
し
て
利
用
し
た

際
に
必
要
と
な
る
テ
ー
ブ
ル
10
台
、
椅
子

12
脚
の
購
入
と
、
車
25
台
分
の
駐
車
場
の

区
画
線
を
準
備
す
る
。

問
し
ら
ぬ
か
魅
力
発
信
事
業
の
委
託
料
で

３
８
０
０
万
円
の
内
容
は
。

答
無
償
宅
地
に
つ
い
て
の
情
報
を
全
国
に

展
開
す
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
告
、
現

地
案
内
看
板
の
作
成
や
、
管
内
配
布
用
の

チ
ラ
シ
作
成
な
ど
の
紙
媒
体
を
使
っ
た
情

報
発
信
を
行
う
。
白
糠
タ
ウ
ン
誌「
て
・と
・

て
」
や
、
町
勢
要
覧
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
情

報
発
信
す
る
た
め
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
。

問
企
業
活
動
支
援
条
例
補
助
金
２
億
円
の

目
算
は
。

答
予
算
は
１
件
あ
た
り
、
５
０
０
０
万
円
×

４
件
と
し
、
２
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
な
お
、
現
時
点
で
、
１
件
相
談
を
受
け
て

い
る
。

問
空
家
等
除
却
費
補
助
金
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。

答
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
町
広
報
、
５
月
に
発

送
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
案

内
を
同
封
す
る
ほ
か
、
各
報
道
機
関
も
使
っ

て
周
知
す
る
。

問
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
令
和
７
年

度
の
予
定
は
。

答
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
通
学
路
や
公
園
な
ど

に
50
台
設
置
し
て
お
り
、
令
和
7
年
度
は

白
糠
地
区
、
西
庶
路
地
区
に
各
10
台
程
度

を
新
設
す
る
予
定
。

問
広
報
紙
の
電
子
配
信
は
い
つ
ご
ろ
か
ら

開
始
予
定
か
。

答
「
マ
イ
広
報
紙
」
は
7
月
か
ら
開
始
予

定
。

問
庁
舎
の
空
調
設
備
工
事
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
内
容
は
。

答
令
和
７
年
度
は
、
空
調
設
備
計
25
台

を
、
議
場
を
は
じ
め
と
し
た
各
執
務
室
に

設
置
し
、
事
業
費
は
１
億
１
２
０
０
万
円

で
、
工
期
は
6
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
を

予
定
し
て
い
る
。

総

務

課

企

画

財

政

課

庶

路

支

所

報告

　　令和７年度一般会計、 各特別会計および各公

営企業会計の予算審査のため、 議長を除く全議

員により「令和７年度白糠町各会計予算審査特

別委員会」を設置しました。

　　予算審査内容は、 ５ページから７ページに掲載していま

す。

予算審査特別委員会

可決

問食品スーパーの進出を見越したうえでの町道

認定か。

答スーパー進出のためではなく、 町有地の利活

用を見据えたもの。 スーパーの誘致とは関係な

い。

質疑・答弁

①路 線 名　東１条１号通り

・ 起　　　　点　白糠町東１条北１丁目１番１地先

・ 終　　　　点　白糠町東１条北１丁目１番１地先

・ 道路延長　121.3 ｍ

・ 敷地幅員　11.00 ｍ

認定

町道路線の認定

起点:白糠町東1条北1丁目1番1地先

167

東１条北１丁目

至 茶路

保険センター

終点:白糠町東1条北1丁目1番1地先

JR白糠駅

至 国道38号 JR釧路駅方向

　地域の利便性の向上および町有地の有効活用を図るため、 白糠町東１条北１丁目地先に新設する東１

条１号通りについて、 道路法第８条第２項の規定に基づき、 町道路線を認定した。

可決

一般会計補正予算
補正合計７億 3,755 万２千円
総 額 395 億 8,478 万２千円

6 年度補正予算

問水産加工施設について、 場所やその概要は

どうなっているか。

答白糠漁業協同組合西側に平屋建て (249.5

㎡ ) が建設され、 恋問館の直販と同様にタコ ・

鮭 ・ シシャモ ・ カニ ・ ホッキ ・ ツブなどの魚種

を加工販売し、 １億 1,000 万円程度の売上を

見込んでいる。

質疑・答弁

▲増額
まちづくり基金積立金　　　　　200,000,000 円

水産加工施設整備事業補助金

415,760,000 円

その他　　　　　　　　　　　　　　　　  121,792,000 円

承認

▲増額
町道除雪業務　　　　　　　　　　　　40,000,000 円

一般会計補正予算
補正合計　　　   4,000 万円
総　　額 388 億 4,723 万円

6 年度補正予算 （専決）

4455



予算審査特別委員会 予算審査特別委員会

に
よ
る
の
で
、
見
か
け
た
り
話
を
聞
い
た

際
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
今
年
２
月
の
大
雪
の
際
、
町
営
住
宅

で
車
が
駐
車
場
か
ら
出
せ
ず
移
動
で
き
な

か
っ
た
人
も
い
る
。
原
則
は
理
解
し
て
い
る

が
対
応
で
き
な
い
か
。

答
公
住
の
除
雪
は
、
入
居
者
が
行
う
こ
と

が
原
則
で
あ
る
。

　
町
道
の
除
雪
を
優
先
し
て
い
る
こ
と
や
、

駐
車
場
内
で
の
物
損
事
故
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
町
の
除
雪
業
務
の
中
で
の
実
施
は

難
し
い
が
、
敷
地
内
通
路
な
ど
の
除
雪
方

法
を
今
後
検
討
し
た
い
。

問
ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
、
安
宿
の
提

供
事
業
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、
来
町

者
は
地
元
住
民
と
の
交
流
を
求
め
て
い
る

は
ず
な
の
で
、そ
の
対
策
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
利
用
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
移

住
定
住
よ
り
観
光
や
二
居
住
地
の
一
つ
を

探
す
目
的
と
す
る
利
用
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と
捉

え
て
い
る
。

　
利
用
者
は
総
合
体
育
館
や
Ｐ
Ｇ
イ
ン
チ
ャ

ロ
な
ど
で
地
元
民
と
交
流
し
て
お
り
、
今

後
も
情
報
提
供
し
て
い
く
。

問
移
住
者
か
ら
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
と
言
わ

れ
る
。
も
っ
と
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。

答
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
全
国
に
発
信

し
て
い
く
。
無
償
宅
地
、
子
育
て
専
用
賃

貸
住
宅
な
ど
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
全

国
に
白
糠
町
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
。

問
新
規
就
農
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
年
齢

制
限
す
る
こ
と
は
妥
当
な
の
か
。

答
国
の
制
度
に
準
じ
て
い
る
も
の
だ
が
、

現
状
で
は
人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な
ら
な

い
の
で
柔
軟
な
対
応
は
必
要
と
考
え
る
。

時
間
を
か
け
て
検
討
・
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問
液
肥
の
使
用
方
法
が
適
切
で
な
い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
対
応
し
な
い
の
か
。

答
行
政
で
は
経
営
ま
で
指
導
で
き
な
い
。

液
肥
の
使
用
は
各
経
営
者
の
判
断
に
よ
る
。

液
肥
の
使
用
方
法
や
支
援
に
つ
い
て
、
農

協
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

問
森
林
整
備
の
た
め
、
オ
ニ
ヨ
ッ
プ
線
の
林

道
は
延
伸
し
な
い
の
か
。

答
最
大
限
可
能
な
場
所
ま
で
整
備
し
た
の

で
、
今
後
は
森
林
整
備
に
必
要
な
作
業
路

は
整
備
す
る
。

問
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
増
養
殖
は
今
後
も
パ
シ
ク

ル
沼
で
続
け
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
シ
ジ
ミ

や
ナ
マ
コ
以
外
に
新
た
な
魚
種
を
模
索
す

る
の
か
。

答
パ
シ
ク
ル
沼
で
の
継
続
は
漁
協
の
考
え

も
あ
る
が
、
漁
業
権
設
定
の
協
議
を
進
め

て
い
る
。
新
た
な
増
養
殖
事
業
に
つ
い
て
は

考
え
て
い
な
い
。

問
一
次
産
業
の
指
導
者
と
し
て
専
門
員
を

配
置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
行
政
が
指
導
者
を
用
意
し
て
も
経
営
者

か
ら
利
用
さ
れ
づ
ら
い
と
考
え
て
い
る
が
、

各
経
済
団
体
と
も
今
後
を
見
据
え
た
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

問
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

な
い
児
童
生
徒
へ
の
実
効
性
の
あ
る
取
り

組
み
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
児

童
生
徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
ま
た
は
友
人

同
士
で
共
同
的
に
話
し
合
い
な
ど
を
し
な

が
ら
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
び
の
面

白
さ
や
楽
し
さ
を
体
感
で
き
る
こ
と
が
主

体
性
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問
情
操
教
育
の
指
導
者
（
オ
ペ
ラ
歌
手
）

に
つ
い
て
、
町
外
な
ど
広
域
的
な
活
動
を

展
開
で
き
な
い
か
。

答
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
な
い
町
民
も
多
い
の

で
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
町
民
向
け
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
町
内
で
の
活
動
を
充
実

さ
せ
、
余
力
が
あ
れ
ば
今
後
検
討
し
た
い
。

問
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
多
目
的
運
動
広
場
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
何
台
設
置
す
る
の
か
。

答
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
２
台
、
多
目
的
運
動

広
場
に
２
台
の
合
計
４
台
設
置
す
る
。

問
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
支
援
の
内

容
は
。

答
指
定
管
理
者
で
あ
る
㈱
オ
カ
モ
ト
に
委

託
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
を
招
き
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

り
た
い
。

問
備
品
購
入
費
の
内
容
は
。

答
こ
れ
ま
で
木
製
の
棚
を
使
用
し
て
い
た

が
、
木
片
な
ど
異
物
混
入
の
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
ス
テ
ン
レ
ス
と
金
属
製
の
も
の
に
入

れ
替
え
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

社

会

教

育

課

管

理

課

経

済

課

建

設

課

問
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
設
置
予
定
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
数
は
消
防
法
に

基
づ
い
て
お
り
、
消
火
活
動
を
行
う
釧
路

市
西
消
防
署
白
糠
支
署
と
協
議
し
な
が
ら

新
設
、
移
設
、
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
現

時
点
で
過
不
足
に
つ
い
て
の
話
題
は
な
い
。

問
山
火
事
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
釧
路
市
消
防
本
部
、
北
海
道
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
よ
り
現
実
的
な
消
火
体
制
が

取
れ
る
よ
う
意
見
を
共
有
し
て
い
く
。

問
新
築
住
宅
の
取
得
に
対
し
て
減
額
し
て

い
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
10
件
し
か
な

い
が
、
そ
の
影
響
額
は
。
ま
た
、
国
の
制

度
に
変
更
は
な
い
か
。

答
令
和
６
年
に
新
築
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン

１
棟
、
住
宅
９
棟
が
対
象
で
、
影
響
額
は

51
万
円
ほ
ど
。
国
の
制
度
に
変
更
は
な
い
。

問
庶
路
中
央
地
区
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
と
同
じ
事
業
内
容
か
。

答
令
和
6
年
度
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
を
使
用
し

て
調
査
を
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
所
で

水
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
令
和
7

年
度
は
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
確
実
な
調
査

を
す
る
。

問
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
㈱
町
お
こ
し
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
対
応
で
き
な
い
か
。

答
掘
削
技
術
専
門
学
校
（
㈱
町
お
こ
し
エ

ネ
ル
ギ
ー
）
で
対
応
で
き
る
の
か
は
確
認

し
て
い
な
い
。

問
火
葬
炉
の
修
繕
に
よ
っ
て
、
火
葬
場
を
使

用
で
き
な
く
な
る
日
が
あ
る
の
か
。

答
友
引
の
日
に
実
施
す
る
な
ど
し
て
、
使

用
で
き
な
い
日
は
作
ら
な
い
。

問
駅
前
広
場
整
備
事
業
に
関
連
し
て
、
臨

時
駐
車
場
は
舗
装
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

い
つ
か
ら
使
え
て
何
台
分
の
予
定
か
。

答
舗
装
の
予
定
は
な
い
。
４
月
に
業
者
を

選
定
し
工
事
に
取
り
か
か
る
。
22
台
分
を

確
保
す
る
予
定
だ
が
、
精
査
し
た
中
で
効

率
の
良
い
駐
車
台
数
を
検
討
し
た
い
。

問
バ
ス
が
無
料
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利

用
者
が
増
え
、
乗
れ
な
い
人
が
出
て
く
る

の
で
は
な
い
か
。

答
満
員
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
の

入
れ
替
え
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た
い
。

問
１
０
０
歳
高
齢
者
お
祝
い
事
業
に
つ
い

て
、
お
祝
い
金
が
５
万
円
に
な
っ
た
経
過
は
。

答
金
額
の
多
寡
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

あ
る
と
思
う
が
、
一
番
大
事
な
の
は
お
祝

い
は
気
持
ち
で
あ
る
こ
と
。
白
糠
町
長
が

直
接
渡
し
に
行
く
こ
と
。
家
族
で
お
祝
い

の
食
事
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
考

慮
し
た
。

問
日
帰
り
温
泉
事
業
に
つ
い
て
、
場
所
を

近
場
に
変
え
た
り
時
期
を
変
更
す
る
こ
と

で
参
加
率
の
向
上
が
見
込
め
る
の
で
は
な

い
か
。

答
参
加
者
か
ら
は
「
と
に
か
く
食
事
を
よ

く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
多
く
、
近

場
で
は
そ
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
場
所
が

な
い
。
ま
た
、
時
期
に
つ
い
て
も
秋
を
希
望

す
る
人
が
多
い
。
今
後
も
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
生
か
し
て
取
り
進
め
た
い
。

問
発
達
支
援
に
つ
い
て
、
定
員
は
十
分
か
。

ス
タ
ッ
フ
の
増
員
や
場
所
の
拡
充
を
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
員
・
ス
タ
ッ
フ
は

足
り
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
受
け
入
れ
先
の

増
加
な
ど
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
社
会
福

祉
事
業
団
と
も
協
議
し
、
安
心
安
全
な
体

制
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
。

問
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
ど
の
程
度
の
助
成
か
。
ま
た
、
所
得

制
限
は
あ
る
の
か
。

答
所
得
制
限
は
設
け
て
い
な
い
が
、
助
成
の

対
象
は
入
院
費
。

問
結
婚
祝
い
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
、
婚

姻
届
の
受
理
時
点
で
39
歳
以
下
と
い
う
年

齢
制
限
は
妥
当
か
。

答
国
の
補
助
事
業
に
合
わ
せ
た
年
齢
制
限

と
し
て
い
る
が
、
令
和
８
年
度
に
向
け
て
検

討
し
た
い
。

問
し
ら
ぬ
か
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
に
つ

い
て
、
実
施
期
間
と
冬
期
間
の
対
策
、
ま

た
腕
振
り
運
動
で
カ
ウ
ン
タ
ー
を
稼
ぐ
人

が
い
る
と
聞
く
が
対
策
は
あ
る
か
。

答
実
施
期
間
は
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3
月

7
日
ま
で
、
ほ
ぼ
通
年
実
施
で
き
る
よ
う

に
し
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座
も
実
施
す
る
。

そ
の
中
で
、
冬
期
間
や
雨
天
の
際
に
体
育

館
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
促
す
。
カ
ウ
ン

タ
ー
の
不
正
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
モ
ラ
ル

健
康
こ
ど
も
課

介

護

福

祉

課

町
民
サ
ー
ビ
ス
課

水

道

課

税

務

課

地

域

防

災

課
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問いかけ
提案する

一

般

質

問

問答
災
害
時
に
お
け
る

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会

と
の
協
定
に
つ
い
て

協
定
を
締
結
す
る
方

向
で
進
め
て
い
く

問
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺

の
海
溝
型
地
震
に
伴
う
、
大
津

波
へ
の
対
応
と
し
て
、
現
在
「
津

波
避
難
タ
ワ
ー
」
を
建
設
中
で

あ
る
。

　

ま
た
、
３
月
３
日
に
は
、
釧
路

白
糠
工
業
団
地
第
１
工
区
に
お

け
る
、
津
波
指
定
避
難
場
所
の

竣し
ゅ
ん
こ
う工
に
伴
う
「
避
難
路
の
開
通

式
」
が
実
施
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
大
規
模
な
自
然
災
害

な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
避

難
所
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
場
合
を
想
定
し
『
北

海
道
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
協
会
』
と
災

害
時
に
お
け
る
炊
き
出
し
に
つ
い

て
、
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
有
意

義
な
こ
と
と
判
断
す
る
が
考
え

を
伺
う
。

答
本
町
で
は
、
大
規
模
災
害
の

発
災
後
、
避
難
所
開
設
時
に
お

け
る
食
事
の
提
供
は
、
備
蓄
し

て
い
る
非
常
食
を
使
用
す
る
こ
と

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
そ
の
整
備
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
避
難
所
生
活
が
長
期
化

し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初

期
段
階
で
迅
速
な
対
応
が
可
能

な
自
衛
隊
に
要
請
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
主
要
幹
線
道
路
な
ど

の
啓
開
が
進
み
、
復
旧
、
復
興

が
進
む
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
の
中
で
の
食
事
提
供
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
炊
き
出
し
な
ど
を

活
用
し
て
い
く
。

　
そ
こ
で
「
北
海
道
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

協
会
」
に
つ
い
て
、
昨
年
度
末
の

数
字
で
は
、
北
海
道
内
で
正
会

員
と
連
携
事
業
者
を
合
わ
せ
61

団
体
、
調
理
車
両
74
台
に
よ
る

炊
き
出
し
支
援
が
可
能
で
あ
る

と
確
認
し
て
い
る
。

　
大
規
模
災
害
で
は
、
協
会
を
構

成
す
る
事
業
者
の
一
部
も
被
災

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
大
津
波

で
は
、
太
平
洋
沿
岸
の
被
災
自

治
体
も
多
く
あ
り
、
こ
の
74
台

全
て
が
、
白
糠
町
で
炊
き
出
し

支
援
が
可
能
な
状
態
で
は
な
い
こ

と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
災
害
の

程
度
や
内
容
に
よ
っ
て
、
食
事
を

提
供
す
る
手
段
を
多
数
確
保
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
、
今

後
の
連
携
に
向
け
て
、
支
援
の

内
容
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
い

く
。

問
答
弁
で
『
今
後
の
連
携
に
向

け
て
、
支
援
の
内
容
な
ど
を
十

分
検
討
し
て
い
く
』
と
あ
る
が
、

現
段
階
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
今
後
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
協
定
を
締
結
す
る
方

向
で
進
め
て
い
く
。

　

災
害
時
に
す
べ
て
の
調
理
車
両

が
避
難
場
所
に
配
置
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
燃
料
代
含
め
た
交
通
費

や
食
材
費
な
ど
は
「
災
害
救
助

法
」
に
基
づ
い
た
中
で
の
支
援
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
経
費
に
は
上
限
額
が

含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
避
難
所
に

行
け
る
炊
き
出
し
期
間
は
、
国

の
定
め
で
７
日
間
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
決
ま
り
事
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
北
海
道
や
釧
路
総

合
振
興
局
と
の
協
議
も
必
要
で

あ
り
、
情
報
収
集
な
ら
び
に
関

係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
く
。

森 　 武 人 議 員

議
員
６
人
が
13
件
17
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※
一
般
質
問
～
1
人
90
分
以
内
で
、
町
長
・
教
育
長
に
対
し
て
広
く
町
政
に
関
す
る
説
明
を
求
め
ま
す
。

　森 　武人 議員・・・・・・・・・・・・・・９㌻

　１ 災害時におけるキッチンカー協会との協定について

　石田 正義 議員・・・・・・・・・・・・・１０㌻

　１ スーパー出店について

　２ 医療体制について

　池村 美博 議員・・・・・・・・・・・・・１１㌻

　１ 地域医療について

　２ DX 実行計画について

　３ スポーツ広場について

　今田 睦子 議員・・・・・・・・・・・・・１２㌻

　１ 発達障がい児支援の一層の充実について

　中河 敏史 議員・・・・・・・・・・・・・１３㌻

　１ 難聴の支援について

　２ 白糠町の海外研修、交流について

　福地 裕行 議員・・・・・・・・・・・・・１４㌻

　１ 通学路への植栽（草花）について

　２ 寄付金の使途について

　３ 町民皆
かいのう

農等について

　４ 津波避難タワーの活用等について

　※掲載している内容は、質問者自身が要約し、広報広聴　　　　　

　　調査特別委員会が校正したものです

一般質問

８
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問
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
・
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺

炎
の
３
つ
の
感
染
症
が
同
時
流
行

す
る
異
例
の
「
ト
リ
プ
ル
デ
ミ
ッ

ク
」
に
よ
り
町
内
の
医
療
機
関

が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
町
の
地
域

医
療
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
本
町
の
医
療
体
制
は
道
内
で

も
高
い
水
準
の
診
療
所
数
で
あ

り
現
状
は
保
た
れ
て
い
る
。
各

医
療
機
関
の
尽
力
に
対
し
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
高
齢

化
な
ど
に
よ
る
医
療
従
事
者
の

不
足
、
医
師
の
偏
在
な
ど
の
問

題
は
、
日
本
の
地
域
医
療
に
お

け
る
大
き
な
課
題
。
町
の
地
域

医
療
の
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
重

要
性
や
将
来
を
見
据
え
、
医
師

を
確
保
す
る
た
め
の
医
院
の
継

承
や
医
療
機
器
の
整
備
、
業
務

の
効
率
化
に
対
す
る
支
援
な
ど
、

白
糠
町
三
師
会
の
各
医
師
と
意

見
交
換
し
て
町
と
し
て
で
き
る

支
援
を
し
て
い
く
。

問
今
後
、
感
染
症
の
流
行
な
ど

医
療
現
場
が
ひ
っ
迫
し
た
場
合
は
、

病
院
と
連
携
し
て
、
現
状
把
握

の
上
、
病
院
と
患
者
の
調
整
も

す
る
べ
き
で
は
。

答
病
院
と
連
携
し
て
、
病
院
と

患
者
の
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

問
今
年
４
月
か
ら
全
国
で
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
制
度
が
始
ま

る
。
業
務
負
担
が
増
す
中
、
医

師
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な

ど
課
題
の
あ
る
医
療
機
関
の
事

業
継
承
に
係
る
現
状
把
握
と
存

続
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
本
町
の
地
域
医
療
の
重
要
性

や
将
来
を
見
据
え
、
医
師
を
確

保
す
る
た
め
の
医
院
の
継
承
や

医
療
機
器
の
整
備
、
業
務
の
効

率
化
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
白

糠
町
三
師
会
の
各
医
師
と
意
見

交
換
を
し
、
町
と
し
て
で
き
る

支
援
を
し
て
い
く
。

問
今
年
は
２
０
２
５
年
問
題
。
15

年
後
は
総
人
口
に
占
め
る
高

齢
者
の
割
合
が
過
去
最
大
の

約
35
％
と
ピ
ー
ク
に
達
す
る

２
０
４
０
年
問
題
が
控
え
て
い
る
。

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、

持
続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の

確
保
や
維
持
す
る
た
め
に
事
業

継
承
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
業
務
の

効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や

遠
隔
治
療
の
導
入
。
そ
の
た
め

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
な

ど
通
信
機
器
の
導
入
に
係
る
支

援
も
併
せ
て
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
医
療
機
関
の
事
業
継
承
や
新

し
い
治
療
法
も
含
め
て
各
医
師

と
意
見
交
換
を
し
、
町
と
し
て

で
き
る
支
援
を
し
て
い
く
。

問
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
実
行
計
画

の
進

し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
を
伺
う
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
や
外
部
人
材
の
白
糠

町
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
連
携
し
策
定
中
。
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
な
ど
を
進
め
計
画
的

に
Ｄ
Ｘ
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問
Ｄ
Ｘ
は
町
民
の
利
便
性
向
上
が

目
的
。
役
所
の
窓
口
Ｄ
Ｘ
は
、
行

か
な
い
、
書
か
な
い
、
待
た
な
い

と
い
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
実

現
な
ど
行
政
事
務
の
し
く
み
を

変
え
、
ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

を
得
意
と
し
な
い
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド(

情
報
格
差)

の
解
消
と

そ
の
対
策
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
ス
マ
ホ
教
室
や
自
宅
訪
問
指

導
な
ど
も
検
討
中
。
わ
か
り
や

す
く
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

問
冬
期
間
の
町
民
の
健
康
維
持
、

運
動
不
足
解
消
の
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
広
場
な
ど
の
歩
く
コ
ー
ス
の
除

雪
を
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

答
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
は
、
身
体
に
優
し
く

柔
ら
か
い
素
材
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
舗

装
を
使
用
。
機
械
に
よ
る
除
雪

に
よ
り
表
面
の
破
損
な
ど
、
当

初
か
ら
除
雪
は
想
定
し
て
い
な
い
。

冬
期
間
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
路

面
凍
結
に
よ
る
転
倒
な
ど
の
危

険
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
総

合
体
育
館
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

の
利
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

問
「
健
康
」
を
町
づ
く
り
の
３
本

柱
と
し
て
き
た
成
果
に
よ
り
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
が
定
着
し
た
が
、
冬

期
間
は
雪
の
た
め
に
道
路
や
歩

道
を
歩
い
て
い
る
の
が
現
状
。
日

光
を
浴
び
る
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
幸

せ
ホ
ル
モ
ン
と
い
わ
れ
る
セ
ロ
ト
ニ

ン
が
増
し
、
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
す

る
。
冬
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に

も
、
雪
の
少
な
い
白
糠
町
の
特

徴
を
生
か
し
て
、
野
外
で
、
安
心
、

安
全
に
歩
け
る
場
所
を
作
る
べ

き
だ
と
思
う
が
。

答
体
育
館
の
利
用
を
促
す
と
と

も
に
、
野
外
に
つ
い
て
は
転
倒
な

ど
の
危
険
性
も
考
慮
し
て
関
係

課
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

問答
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
冬

期
間
の
使
用
は
で
き

な
い
か

総
合
体
育
館
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
利

用
を
推
奨

問答
Ｄ
Ｘ
実
行
計
画
の

進し
ん
ち
ょ
く捗
状
況
は

計
画
的
に
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い

る

問答
地
域
医
療
の
対
策
に

つ
い
て

町
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
医
療

体
制
の
確
保
に
努
め

る

議 員池 村 美 博

問
本
町
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
出
店

に
対
す
る
町
民
の
期
待
は
非
常

に
大
き
い
。
現
在
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

答
ス
ー
パ
ー
出
店
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
事
業
を
展
開
す
る
民
間

の
企
業
１
社
と
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
本
町
の
人
口
動
態
や
住
宅

環
境
な
ど
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ

ま
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
慎

重
に
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
相
手
が
あ
る
こ

と
な
の
で
、
慎
重
に
我
々
と
し
て

も
そ
の
事
業
者
と
、
町
と
し
て

必
要
と
さ
れ
る
対
応
な
ど
に
つ
い

て
も
そ
の
都
度
、
協
議
が
あ
っ
た

時
に
は
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
現
在
の
協
議
状
況
に
つ
い
て
、

可
能
な
範
囲
で
説
明
い
た
だ
き

た
い
。

答
年
明
け
か
ら
何
度
か
調
整
し

て
い
る
。
直
近
で
は
２
月
６
日
に

予
定
し
て
い
た
が
大
雪
の
影
響
で

延
期
と
な
っ
た
。
先
方
も
都
合
が

あ
り
、
現
在
３
月
中
の
日
程
調

整
を
し
て
い
る
。

問
昨
年
の
11
月
初
め
に
あ
る
医

院
が
急
に
休
診
と
な
り
、
診
察

受
け
る
当
て
も
な
い
が
、
病
院
の

駐
車
場
は
患
者
が
集
ま
り
、
私

も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
薬
が

切
れ
て
も
、
休
診
や
他
の
病
院

も
か
か
り
つ
け
の
患
者
を
優
先
す

る
た
め
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
な
か
な
か
診
て
も
ら
え
な
い
深

刻
な
状
況
が
続
い
た
。

　
各
医
院
の
医
師
が
高
齢
で
、
後

継
者
も
い
な
い
と
い
う
話
も
聞
く
。

医
師
も
体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ

る
た
め
、
町
民
の
健
康
と
安
全

を
守
る
た
め
に
、
各
医
院
の
医

師
の
状
況
も
考
え
て
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
昨
年
11
月
か
ら
一
部
医
療
機

関
の
休
診
な
ど
に
際
し
て
は
、
多

く
の
町
民
か
ら
心
配
や
医
療
体

制
の
不
安
の
声
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
間
の
対
応
と
し
て
は
白
糠

町
三
師
会
に
お
い
て
、
通
院
や

各
種
予
防
接
種
を
含
め
た
患
者

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
共

有
を
図
り
、
各
医
療
機
関
に
お

い
て
は
患
者
を
分
担
し
て
対
応
す

る
な
ど
、
最
大
限
の
協
力
を
い
た

だ
い
た
。

　

ま
た
、
町
と
し
て
は
、
休
診
や

診
療
時
間
の
変
更
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
、
随
時
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
周
知
し
た
。

　

今
後
の
対
応
と
し
て
、
町
民

か
ら
の
心
配
の
声
や
、
町
内
医

師
か
ら
の
医
師
確
保
に
関
す
る

提
言
を
踏
ま
え
、
将
来
を
見
据

え
た
医
療
体
制
の
確
保
に
向
け

て
、
医
師
確
保
の
た
め
の
医
院

継
承
や
医
療
機
器
整
備
へ
の
支

援
、
業
務
効
率
化
へ
の
支
援
な

ど
を
三
師
会
と
意
見
交
換
を
行

い
な
が
ら
、
町
と
し
て
可
能
な
支

援
を
考
え
、
今
後
も
町
民
が
安

心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、

三
師
会
と
連
携
し
、
町
内
の
医

療
体
制
確
保
に
努
め
る
。

問
西
庶
路
に
あ
っ
た
旧
白
糠
町

国
民
健
康
保
険
診
療
所
が
閉
鎖

さ
れ
て
か
ら
15
年
以
上
が
経
過

し
、
当
時
は
町
の
財
政
状
況
か

ら
民
間
の
医
院
に
町
民
の
健
康

管
理
を
委
ね
て
き
た
が
、
今
日

の
よ
う
に
状
況
が
変
わ
る
と
は
、

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
時

は
若
い
医
師
が
地
方
に
来
る
希

望
も
あ
り
、
現
在
の
三
師
会
の

医
師
が
い
た
が
、
今
や
医
師
不

足
が
深
刻
化
し
、
釧
路
市
を
含

む
市
立
病
院
で
も
医
師
確
保
に

苦
慮
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
想
定
外
で
、
町
内
の
医

師
か
ら
も
後
継
者
不
足
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
で
、

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
る
の
か
伺
う
。

答
正
直
、
厳
し
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
本
町
の
人
口
規
模
で
４
人

の
開
業
医
が
い
る
町
村
は
な
か
な

か
な
い
。
４
人
の
医
師
も
高
齢
化

が
進
み
、
後
継
者
を
探
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
４
人
の
医
師
と
機

会
あ
る
ご
と
に
相
談
を
し
な
が
ら

将
来
に
向
け
て
、
後
継
や
継
承

な
ど
を
検
証
し
て
、
町
民
の
期

待
に
応
え
る
よ
う
な
体
制
を
取

れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
、

先
日
、
十
勝
の
あ
る
町
で
病
院

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
話
を

耳
に
し
た
が
、
よ
そ
の
町
よ
り
私

に
と
っ
て
最
も
大
事
な
の
は
白
糠

町
民
で
あ
る
。
現
在
、
町
内
に

は
４
人
の
医
師
が
い
る
が
、
そ
の

う
ち
１
人
は
80
代
、
他
の
３
人
も

60
代
後
半
か
ら
70
代
前
半
で
あ

り
、
診
療
体
制
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。
１
カ
月
の
う
ち
10
日

程
度
は
終
日
診
療
が
可
能
だ
が
、

そ
れ
以
外
は
半
日
の
診
療
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

後
継
者
対
策
や
医
療
体
制
の
維

持
に
つ
い
て
、
４
人
の
医
師
と
協

議
・
検
討
の
考
え
は
な
い
か
。

答
本
町
の
現
状
を
踏
ま
え
、
医

師
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
方
向
性
を
見
い
だ
す
よ
う
に

努
力
す
る
。

医
療
体
制
に
つ
い
て

三
師
会
と
連
携
し
医

療
体
制
確
保
に
努
め

る

答 問

ス
ー
パ
ー
出
店
に
つ

い
て

慎
重
に
協
議
を
進
め

て
い
る

答 問

石 田  正 義 議 員

一般質問

８
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問
特
別
支
援
教
育
の
状
況
を
み

る
と
、
年
々
人
数
が
増
え
て
い
る
。

 
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
や
保
健
、

福
祉
の
関
係
と
医
療
機
関
が

連
携
し
幼
児
か
ら
９
年
生
ま
で
、

途
切
れ
の
な
い
「
発
達
相
談
」

を
家
族
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

支
援
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
白
糠
町
に
お
け
る
子
ど
も
の

「
発
達
相
談
」
に
つ
い
て
は
、
０

歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で
を
対
象

と
し
た
乳
幼
児
健
診
に
お
け
る

小
児
科
医
師
や
保
健
師
を
中
心

と
し
た
相
談
と
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
よ
り
専
門

的
な
相
談
な
ど
を
基
本
と
し
た

相
談
体
制
に
よ
り
、
幼
児
か
ら

９
年
生
ま
で
途
切
れ
の
な
い
発
達

相
談
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
相
談
を
受
け
る
中
で
、
支

援
を
必
要
と
す
る
お
子
さ
ん
は

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
町
に
お
い
て
、
児
童
福
祉

法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
子
ど

も
と
そ
の
家
族
、
妊
産
婦
を
対

象
に
医
療
・
福
祉
・
保
育
・
教

育
な
ど
の
多
方
向
か
ら
切
れ
目

な
く
一
体
的
な
支
援
を
行
う
中

核
的
機
関
と
し
て
、
専
門
職
を

配
置
し
た
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

設
置
後
に
は
保
護
者
の
方
に
も

よ
り
一
層
安
心
し
て
相
談
し
て

頂
け
る
よ
う
、
体
制
づ
く
り
も

含
め
て
対
応
し
て
い
く
。

問
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
計
画

を
伺
う
。

答
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の

設
置
は
来
年
の
４
月
を
予
定
し
、

準
備
段
階
と
い
う
こ
と
で
、
現
在

人
材
確
保
の
た
め
専
門
職
員
を

募
集
し
て
い
る
。
職
種
に
つ
い
て

は
、
保
育
士
・
社
会
福
祉
士
を

想
定
し
て
取
り
進
め
、
詳
細
に
つ

い
て
は
現
在
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
る
。

問
児
童
館
で
は
支
援
す
る
子
ど

も
が
多
い
中
、
職
員
を
１
人
ず
つ

増
や
し
対
応
し
て
い
る
が
、
専
門

的
な
知
識
が
な
く
苦
慮
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
指
導
し
て
接
し
て
い
け

ば
良
い
か
、
研
修
会
の
開
催
や
専

門
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
体
制
づ
く
り
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

答
現
在
の
町
内
の
児
童
館
の
職

員
体
制
に
つ
い
て
は
、
登
録
・
利

用
す
る
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ

て
、
委
託
お
よ
び
指
定
管
理
を

し
て
い
る
㈱
オ
カ
モ
ト
と
町
と
で

連
携
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
質
問
に
あ
る
と
お
り
、
各

児
童
館
に
お
い
て
も
支
援
を
必

要
と
す
る
児
童
が
年
々
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
㈱
オ
カ
モ
ト
と
の

協
議
に
よ
り
、
や
ま
び
こ
児
童

館
は
今
年
度
、
ふ
れ
あ
い
児
童

館
は
令
和
４
年
度
か
ら
職
員
を

１
人
ず
つ
増
員
し
対
応
を
し
て
き

た
。
町
と
し
て
も
、
支
援
を
必

要
と
す
る
子
ど
も
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
で
、
児
童
館
の
職
員
が

対
応
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
日
々
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
各
児

童
館
と
の
協
議
の
中
で
認
識
し

て
お
り
、
研
修
会
の
開
催
や
専

門
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
十
分

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
に

お
い
て
は
、
児
童
館
に
通
う
子
ど

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
体
制
づ

く
り
に
つ
い
て
、
外
部
の
研
修
会

の
受
講
や
㈱
オ
カ
モ
ト
に
お
け
る

研
修
会
の
開
催
、
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
か
ら
の
指
導
・
助
言

に
よ
る
職
員
の
ス
キ
ル
の
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
学
校
や
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
情
報
交
換
が
大
事
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
教
育
委
員
会
と
保

健
福
祉
部
健
康
子
ど
も
課
と
の

連
携
が
不
足
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、

支
援
す
る
子
ど
も
の
情
報
を
ス

ム
ー
ズ
に
児
童
館
に
伝
え
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
現
状
と
し
て
は
全
体
的
な
会

議
は
確
か
に
で
き
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
必
要
事
項
に
つ
い

て
学
校
や
児
童
館
と
打
ち
合
わ

せ
を
持
っ
た
り
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
と
健
康
子
ど
も
課
が
小
規

模
で
行
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
全

体
と
し
て
の
会
議
に
つ
い
て
も
必

要
性
を
感
じ
て
お
り
「
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
の
中
で
取
り
組

ん
で
行
く
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
学
校
教
育
部
門
と
も

相
談
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

発
達
障
が
い
児
支
援

の
一
層
の
充
実
に
つ

い
て

専
門
職
を
配
置
し
た

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
予

定
し
て
い
る

答 問

今 田  睦 子 議 員

問答
中
高
生
の
海
外
研
修

事
業
に
お
い
て
ア
イ

ヌ
文
化
の
普
及
啓
発

活
動
を
続
け
る
の
か

継
続
し
て
行
う

問答
白
糠
町
の
海
外
交
流

を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か

で
き
る
だ
け
早
期
に

再
開
し
た
い

問
北
海
道
新
聞
に
「
片
耳
難
聴
」

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
片

耳
難
聴
者
は
厚
生
労
働
省
が
定

め
た
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
対

象
に
な
ら
ず
、
補
聴
器
の
支
給

な
ど
の
支
援
制
度
を
利
用
で
き

な
い
。
白
糠
町
の
支
援
は
65
歳

以
上
と
あ
る
が
年
齢
に
関
係
な

く
支
援
が
必
要
で
は
。

答
現
在
、
高
度
お
よ
び
重
度
の

難
聴
者
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
が

い
者
福
祉
法
に
基
づ
き
国
の
責
任

に
お
い
て
、
全
年
齢
で
身
体
障
が

い
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
っ
て

お
り
、
障
が
い
者
総
合
支
援
法

の
補
装
具
の
種
目
に
あ
る
補
聴

器
の
支
給
を
原
則1

割
の
利
用

者
負
担
で
受
け
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
軽
度
・
中
等

度
の
難
聴
児
や
難
聴
者
は
対
象

に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
保
護
者

や
高
齢
者
に
と
っ
て
費
用
負
担
が

大
き
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
発

育
に
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
る
18

歳
未
満
の
難
聴
児
に
対
し
、
早

期
の
補
聴
器
の
装
用
に
よ
る
言

語
の
習
得
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
向
上
な
ど
を
図
る
た
め
、

令
和
５
年
度
よ
り
難
聴
児
補
聴

器
等
購
入
費
の
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
に
対
し
て
も
、
聴
力
の
低
下

が
65
歳
以
上
で
急
増
す
る
こ
と

や
補
聴
器
の
装
用
に
よ
る
生
き

が
い
づ
く
り
と
生
活
の
支
援
、
認

知
機
能
の
低
下
の
抑
制
や
介
護

予
防
の
た
め
、
令
和
６
年
度
よ

り
高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成

事
業
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ら
は

片
耳
難
聴
者
も
対
象
と
し
て
い

る
。

　
社
会
的
弱
者
で
あ
る
子
ど
も
と

高
齢
者
を
対
象
に
考
え
て
お
り
、

対
象
と
な
る
難
聴
児
が
18
歳
以

降
も
完
治
し
な
い
場
合
は
、
年

齢
を
問
わ
ず
対
象
と
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

問
65
歳
以
上
の
支
援
で
あ
る
が
、

両
耳
と
も
支
援
対
象
の
聴
力
に

も
関
わ
ら
ず
片
耳
の
支
援
に
と

ど
ま
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
医
師
の
判
断
に
な
っ
て
お
り
、

両
耳
と
も
支
援
を
受
け
て
い
る

場
合
も
あ
る
。

問
２
０
１
７
年
に
台
湾
新シ

ン
ペ
イ北
市

烏ウ
ー
ラ
イ来
区
と
友
好
交
流
提
携
覚
書

を
交
わ
し
た
が
、
そ
の
後
の
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど

に
よ
り
交
流
が
停
滞
し
て
い
る
が
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

答
台
湾
の
先
住
民
族
で
あ
る

新シ
ン
ペ
イ北
市
烏ウ
ー
ラ
イ来
区
の
タ
イ
ヤ
ル
族
と
、

白
糠
町
の
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
交

流
が
始
ま
り
、
２
０
１
６
年
に
交

流
の
拡
大
を
め
ざ
す
た
め
友
好

交
流
提
携
を
締
結
し
、
２
０
１
７

年
に
先
住
民
族
同
士
の
交
流
を

礎
と
し
、
文
化
、
芸
術
、
教
育
、

観
光
、
経
済
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
の
交
流
を
推
進
す
る
た
め
、

白
糠
町
と
烏ウ

ー
ラ
イ来
区
の
間
で
友
好

交
流
提
携
を
締
結
し
た
。
令
和

元
年
12
月
に
烏ウ

ー
ラ
イ来
区
の
区
長
一

行
が
来
町
後
、
令
和
２
年
の
年

明
け
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交
流

が
休
止
し
て
い
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
相
互
訪
問
の
交
流
を

再
開
し
た
い
。

問
今
年
度
ま
で
、
２
度
、
中
高

生
の
海
外
研
修
事
業
に
あ
わ
せ

て
ア
イ
ヌ
文
化
の
普
及
啓
発
事

業
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
継

続
す
る
の
か
。

答
令
和
５
年
度
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
て
、
令
和
６
年
度
に
は
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
に
て
、
海

外
研
修
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

先
住
民
族
と
の
交
流
を
は
じ
め

と
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
の
理
解
と
発

信
の
ほ
か
、
特
に
令
和
６
年
度
に

つ
い
て
は
、
全
町
挙
げ
て
の
取
り

組
み
で
あ
る
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
、
環
境
問
題
に
も
焦
点

を
当
て
た
研
修
を
深
め
て
き
た
。

　

参
加
し
た
中
高
生
は
現
地
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

苦
労
し
た
面
も
あ
る
が
、
日
本

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
の
違
い

な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
肌
で
感
じ

る
こ
と
に
よ
り
、
ア
イ
ヌ
文
化
を

尊
重
す
る
こ
と
や
そ
の
文
化
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
理
解
を

深
め
た
。
一
方
、
廃
棄
物
の
処

理
施
設
が
な
い
バ
リ
島
の
巨
大
な

ゴ
ミ
山
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に

し
、
環
境
問
題
の
課
題
を
身
近

に
捉
え
る
な
ど
貴
重
な
学
び
と

な
っ
た
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
先

住
民
族
と
の
交
流
と
環
境
問
題

の
両
方
を
学
習
す
る
場
と
し
て
、

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
も
研
修
先

を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
を
計

画
し
、
継
続
し
て
海
外
研
修
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問答
白
糠
町
の
難
聴
支
援

は
65
歳
以
上
と
あ
る

が
、
年
齢
問
わ
ず
支

援
が
必
要

年
齢
問
わ
ず
支
援
を

検
討
す
る

中 河  敏 史 議 員
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問
わ
が
町
は
広
大
な
面
積
と
20

ほ
ど
の
河
川
も
有
し
、
特
異
な

自
然
環
境
に
在あ

る
が
、
ま
ち
な

か
は
朽
ち
た
空
き
家
・
空
き
地

が
点
在
、
雑
草
も
繁
茂
し
貧
相

で
あ
る
。

　

一
言
、
潤
い
に
乏
し
い
が
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
情
操

を
育
む
一
助
と
し
て
せ
め
て
通

学
路
に
花
壇
を
造
成
し
て
は
ど

う
か
。

答
維
持
管
理
の
問
題
な
ど
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
学
校
関
係
者
や

教
育
委
員
会
お
よ
び
関
係
す
る

町
内
会
な
ど
と
十
分
協
議
を
行

い
、
整
備
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
こ
れ
だ
け
高
齢
化
が
進
む
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
難
し
い
が
、

や
る
気
が
あ
れ
ば
簡
単
な
こ
と
。

　

高
齢
者
の
仕
事
創
出
の
点
で

も
「
有
償
」
で
の
取
り
組
み
な
ど
、

強
力
に
進
め
る
べ
き
。

答
ウ
ィ
ン
グ
を
広
げ
て
協
力
も
仰

ぎ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
プ
ラ

ン
タ
ー
植
栽
な
ど
も
検
討
す
る
。

問
莫ば

く
だ
い大
な
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
に
依よ

る
基
金
が
潤
沢
に
積
み

増
し
の
な
か
、
耳
心
地
の
良
い
言

葉
が
躍
り
、
総
花
的
な
使
途
も

結
構
だ
が
、
ま
ち
の
現
状
を
直

視
し
つ
つ
、
次
代
を
見
据
え
る
と

き
、
非
常
な
危
機
感
を
覚
え
る
。

　

こ
こ
は
多
く
の
若
い
有
能
な

役
場
職
員
な
ど
の
知
恵
を
集
め
、

今
こ
そ
町
民
と
明
確
・
具
体
な

将
来
展
望
を
共
有
す
べ
き
で
あ

る
。

答
平
成
17
年
、
自
立
の
道
を
選

択
以
降
は
、
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
３
本
柱
を
掲
げ
て
、
活
性

化
に
努
め
て
き
た
。

　

寄
付
金
は
ビ
ジ
ョ
ン
に
照
ら
し

慎
重
に
活
用
し
て
き
た
が
、
効

果
が
着
実
に
表
れ
て
い
る
。

　
本
町
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
新

た
な
経
済
活
動
と
交
流
人
口
の

創
出
拡
大
に
よ
る
さ
ら
な
る
ま

ち
の
創
生
と
活
性
化
に
取
り
組

む
が
、
広
く
認
知
と
共
感
を
得

ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
も
図

る
。

問
政
策
の
貧
困
さ
も
あ
り
、
人

口
減
少
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、

弥び
ほ
う
さ
く

縫
策
を
講
じ
て
い
る
場
合
で

は
な
い
。
行
政
の
自
己
満
足
で
は

な
い
の
か
。

　
次
代
を
担
う
若
者
は
問
題
意
識

と
責
任
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
風

通
し
の
良
い
組
織
に
し
な
が
ら
、

も
う
一
段
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
で
き
な
い
か
。

答
所
得
が
少
な
い
こ
と
が
、
後
継

者
不
足
、
働
き
手
不
足
に
な
り
、

人
口
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

今
ま
で
の
積
み
重
ね
が
役
立
つ

時
が
来
る
と
信
じ
て
思
い
切
っ
た

施
策
も
講
じ
て
い
く
。

問
自
立
の
ま
ち
を
歩
み
20
年
も

経た

っ
た
。
ま
ち
の
オ
ヤ
ジ
と
し
て

す
べ
て
の
責
任
は
町
長
に
あ
る
が
、

厳
し
く
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

答
皆
さ
ま
の
力
を
借
り
な
が
ら

精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
た
。

問
わ
が
国
は
食
料
危
機
の
只た

だ
な
か中

に
在あ

る
が
、
町
民
の
可
処
分
所

得
も
減
り
続
け
、
食
料
調
達
の

点
で
も
生
活
苦
が
見
受
け
ら
れ

る
。

　

併
せ
て
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て

自
己
免
疫
力
が
下
が
っ
て
い
る
現

実
を
観み

る
と
き
、
ま
ず
は
野
菜

な
ど
の
自
給
自
足
も
念
頭
に
基

金
の
ご
く
ご
く
一
部
を
活
用
し

て
の「
町
民
皆か

い
の
う農
」「
町
民
農
園
」

の
施
策
を
展
開
す
べ
き
で
あ
る
。

答
自
給
自
足
の
考
え
は
広
ま
っ
て

い
る
が
、
指
導
者
の
確
保
の
課
題

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と

現
状
で
は
直
営
で
の
開
設
・
運

営
は
難
し
い
。

問
高
齢
者
は
ま
ち
の
財
産
。
健

康
に
寄
与
す
る
し
、
張
り
合
い
に

も
な
る
。

　
政
府
は
既
に
種
子
法
を
廃
止
し
、

種
苗
法
を
改
正
し
た
。

　

ま
た
こ
の
４
月
１
日
、
食
料
供

給
困
難
事
態
対
策
法
が
施
行
さ

れ
る
。

　

さ
ら
に
４
月
１
日
、
日
本
版
Ｃ

Ｄ
Ｃ（
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー
）

も
設
立
さ
れ
る
が
、
一
朝
有
事

に
な
っ
た
ら
飢
え
る
。

　
食※

料
安
保
こ
そ
何
よ
り
大
事
で

あ
る
が
、
気
運
の
醸
成
に
も
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

答
ま
ち
な
か
に
は
町
有
地
も
あ

る
が
、
課
題
が
多
く
現
状
で
は

難
し
い
。

問
供
用
開
始
を
控
え
、
児
童
対

象
に
愛
称
を
募
集
し
て
は
ど
う
か
。

答
地
域
名
や
場
所
を
冠
し
た
名

称
と
し
て
統
一
す
る
。

問
町
の
シ
ン
ボ
ル
、
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
と
し
て
位
置
付
け
、
観
光
展

望
台
と
し
て
の
活
用
、
ま
た
健

康
づ
く
り
の
普
段
使
い
な
ど
複
合

的
価
値
の
醸
成
に
貢
献
が
可
能

で
あ
る
。

答
施
設
の
性
質
上
、
安
全
上
の

観
点
か
ら
防
災
全
般
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
活
用
す
る
。

※
食
料
安
全
保
障
…
食
料
供
給

に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
分

析
・
評
価
し
、
平
時
か
ら
の
安

定
供
給
の
確
保
・
向
上
と
不
測

時
の
対
応
を
行
う
こ
と
（
農
水

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

問答
避
難
タ
ワ
ー
は
普
段

使
い
も

防
災
全
般
に
は
活
用

問答
町
民
「
皆か
い
の
う農
」
を

現
状
で
は
難
し
い

問答
行
政
の
自
己
満
足
？

精
一
杯
の
取
り
組

み
！

通
学
路
に
花
壇
を

子
ど
も
た
ち
と
共
に

答問

福 地  裕 行 議 員

委員会活動

所
管
事
務
調
査
項
目

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
こ
と

・
防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
白
糠
高
校
魅
力
化
に
関
す
る
こ
と

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
築
に
関
す
る

　

こ
と

・
学
校
教
育
、
社
会
教
育
お
よ
び
生
涯
学

　

習
に
関
す
る
こ
と

　

３
月
定
例
会
で
右
記
の
計
５
項
目
を
令

和
７
年
６
月
定
例
会
ま
で
継
続
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

※
継
続
し
て
行
う
調
査
と
は
、
定
例
議
会

開
催
中
に
調
査
出
来
な
か
っ
た
事
項
に
つ
い

て
次
の
定
例
議
会
ま
で
の
３
カ
月
間
で
継

続
し
て
調
査
す
る
内
容
と
な
り
ま
す

協
議
事
項

●
学
校
教
育
、
社
会
教
育
お
よ
び

　

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と

　
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
白

糠
町
の
部
活
動
や
少
年
団
活
動
の
概
要
や

現
況
を
資
料
に
基
づ
き
、
担
当
課
か
ら
説

明
を
受
け
た
。

　
【
主
な
質
疑
】

問
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
状
況
は
ど
う
か
。

答
令
和
５
～
７
年
が
改
革
推
進
期
間
。
令

和
５
年
に
「
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
。
次

の
審
議
会
で
は
釧
路
教
育
局
か
ら
現
状
説

明
や
助
言
を
受
け
る
。
令
和
８
年
の
地
域

移
行
開
始
を
目
指
す
。

問
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
に
議

会
で
質
問
し
て
い
る
。
ど
う
方
針
を
検
討

し
て
き
た
か
。

答
生
徒
数
の
減
少
と
併
せ
、
教
員
も
減
少
、

働
き
方
改
革
な
ど
、
学
校
が
担
え
な
い
部

分
を
地
域
に
ど
う
担
っ
て
も
ら
う
か
を
含

め
、
子
ど
も
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
活
動
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

問
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
早
期
に
協
議

す
べ
き
。
併
せ
て
、
白
糠
高
校
の
魅
力
化

と
し
て
部
活
動
推
進
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ

き
で
は
。

答
関
係
者
と
協
議
し
な
が
ら
早
期
に
検
討

を
進
め
て
い
く
。

●
防
災
・
減
災
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
い
て
議
論
し
て

き
た
が
、
施
設
整
備
の
規
模
が
大
き
く
、

庁
舎
建
て
替
え
の
議
論
に
も
な
り
う
る
こ

と
か
ら
連
合
審
査
会
の
実
施
に
つ
い
て
協
議

す
る
こ
と
と
し
た
。

所
管
事
務
調
査
項
目

・
第
1
次
産
業
の
振
興
・
発
展
に
関
す
る

　

こ
と

・
移
住
・
定
住
・
空
き
家
・
空
き
店
舗
対

　

策
に
関
す
る
こ
と

・
観
光
事
業
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
こ
と

・
子
育
て
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

・
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
こ
と

・
エ
ゾ
シ
カ
の
有
害
捕
獲
と
有
効
活
用
に

　

関
す
る
こ
と

・ 

企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と

　

３
月
定
例
会
で
右
記
の
計
８
項
目
を
令

和
７
年
６
月
定
例
会
ま
で
継
続
し
て
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

協
議
事
項

●
第
1
次
産
業
の
振
興
・
発
展
に

　　
関
す
る
こ
と

　
新
規
就
農
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
現
況

を
資
料
に
基
づ
き
、
担
当
課
か
ら
説
明
を

受
け
た
。

【
主
な
質
疑
】

問
補
助
金
の
交
付
終
了
後
の
運
営
に
つ
い

て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
就
農
者
に
よ
っ
て
方
針
が
違
う
の
で
、
成

功
基
準
の
判
断
は
難
し
い
が
、
町
が
で
き

る
範
囲
は
全
力
で
支
援
す
る
。

問
農
業
指
導
者
を
外
部
か
ら
招し
ょ
う
へ
い聘
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
宮
木
農
園
で
学
ん
だ
就
農
者
に
は
、
将

来
の
農
業
指
導
を
打
診
し
て
い
る
。

問
新
規
就
農
者
の
経
営
状
況
を
き
ち
ん
と

把
握
し
て
い
る
か
。

答
補
助
期
間
中
は
、
所
得
に
関
す
る
資
料

の
提
出
が
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
で
の
実
績
と
、
冬
期
間

の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
大
豆
、
長
芋
が
返

礼
品
と
し
て
取
り
扱
い
が
あ
る
。

　
冬
期
間
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
エ
ゾ
鹿
駆
除
、

翌
年
に
向
け
た
作
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

問
販
路
に
つ
い
て
相
談
は
な
い
か
。

答
販
路
は
自
身
で
開
拓
す
る
こ
と
が
条
件

だ
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
参
画
を
案
内

し
て
い
る
。

◎　中河　敏史
○　立石　　巧
　　今田　睦子
　　池村　美博
　　石田　正義

総総務文教
常任委員会

12 月
10 日

◎　坂本　勝雄
○　折出　征清
　　森　　武人
　　川森　　静
　　福地　裕行
　　小池　憲一

産産業厚生
常任委員会

　 １ 月
21 日

一般質問
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　　『 道の駅しらぬか恋問館』 が、 いよいよ移転

オープンします。 旧施設から約５００㍍白糠市街

地方向に移り、 敷地面積約１万 8,100 平方㍍、

建物は 1,972 平方㍍の鉄筋コンクリート２階建

てで、 駐車場は普通車や大型車、 優先駐車合

わせて１８５台の他に、 ＲＶパーク１２台と、 旧施

設から倍増しております。

　オープンに先駆け、 ３月２７日に竣
しゅんこう

工式が執り

行われ、 一足先に施設内外の見学をさせてい

ただきました。 恋問海岸を一望できる展望デッ

キや太平洋を見ながら利用できるサウナなど、

充実した施設に仕上がっておりました。 個人的

には釧路市の人気洋菓子店などのテナント入店

が楽しみです。

（ 森　武人）

あとがき

　全国町村議会議長会から富田忠行議長が自治

功労賞で表彰されました。

　同表彰は、 町村議会議長在任 7 年で功績のあっ

た方に贈られるもので、 富田議長は平成 29 年か

ら議長を務めており、 釧路町村議会議長会々長、

北海道町村議会議長会副会長も務めています。

　富田議長は　「これからも議長の職務を全うしま

す」と、 改めて強い決意を表されました。

今号の表紙

当日スケジュール
13:30　受付
14:00　開会
　　　・主催者あいさつ
　　　・趣旨説明
14:10　意見交換
15:30　閉会

●限られた時間で充実した懇談とするため、意見交換の内
　容はテーマに沿ったものとし、行政への誹

ひ ぼ う

謗中傷、地域
　に偏った苦情などはご遠慮ください。
●事前質問は受け付けしませんが、上記についてご協力を
　お願いいたします。
●問い合わせ先
　白糠町議会事務局
　　☎ 01547-2-2171　Fax 01547-2-4659
　　E メール：giji@town.shiranuka.lg.jp

と　き／６月１７日  ㊋  １４時００分
ところ／白糠町社会福祉センター ２階研修室 A、 研修室Ｂ

　大雪のため延期させていただいた懇談会ですが、改め
て、女性団体の皆さんと「これからのまちづくりについ
て」と題し、懇談会を開催いたします。
　町民と議員が自由に意見交換する場として実施します
ので、女性団体に所属していない方でも参加は可能です。

テーマは 「これからのまちづくりについて」 ですテーマは 「これからのまちづくりについて」 です

町民と議会の懇談会
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